
【１２】

今
年
の
春
の
訪
れ
は
例
年
よ

り
も
早
か
っ
た
よ
う
で
す
。
町

内
の
桜
は
、
四
月
十
八
日
の
消

防
演
習
の
こ
ろ
に
は
ど
こ
も
満

開
で
、
花
見
を
楽
し
ん
だ
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
船
越
家
族
旅
行
村
の
桜

も
植
樹
か
ら
何
年
た
っ
た
の
か
、

今
や
花
見
の
名
所
に
数
え
て
も

よ
い
ほ
ど
に
見
事
に
成
長
し
ま

し
た
。
機
会
を
逸
し
た
方
は
来

年
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
に
入
っ
て
朝
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
五
時

す
ぎ
、
織
笠
河
口
の
上
空
に
は

三
羽
の
ミ
サ
ゴ
が
飛
来
し
て
餌

と
な
る
魚
を
探
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
ボ
ラ
と
思
わ
れ
る
魚

を
文
字
通
り
鷲わ

し

づ
か
み
に
し
て

巣
に
帰
っ
て
い
く
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
駅
前
の
古
川

橋
と
山
田
道
路
高
架
橋
の
下
に

例
年
営
巣
し
て
い
る
燕つ

ば
め

の
姿
が
、

二
十
日
を
過
ぎ
て
も
見
え
ま
せ

ん
。
去
年
、
カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ

て
い
た
よ
う
な
の
で
、
そ
の
せ

い
で
場
所
を
変
え
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
心
配
で
す
。

季
節
の
移
ろ
い
を
楽
し
み
な

が
ら
今
日
も
歩
い
て
い
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

浦
野
立た

つ

三ぞ
う

は
、

加
賀
藩
の
抱
え

医
師
浦
野
柳り

ゅ
う

斎さ
い

の
三
男
。
慶
応

元
年
（
一
八
六

五
）
、
藩
主
の

命
に
よ
り
蘭
学

の
勉
学
の
た
め
、

長
崎
に
派
遣
さ

れ
た
。
立
三
は

蘭
学
の
傍
ら
、

多
く
の
知
識
を

得
た
が
、
キ
リ

ス
ト
教
へ
の
関

心
が
強
か
っ
た
。

慶
応
二
年
に
は

江
戸
遊
学
を
藩

主
に
命
ぜ
ら
れ

た
。
そ
こ
で
、

ロ
シ
ア
の
司
祭

ニ
コ
ラ
イ
師
が

蝦
夷
地
函
舘
に
お
い
て
伝
道
し
て
い

る
と
の
情
報
を
得
、
医
学
の
道
を
捨

明
社
の
沢
辺
宮
司
（
旧
姓
山

本
）
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。

沢
辺
は
医
師
浦
野
立
三
、

医
師
酒
井
篤と

く

礼よ
し

（
伊
達
藩
）

ら
と
共
に
領
事
館
を
訪
ね
た
。

ニ
コ
ラ
イ
師
は
求
道
精
神
に

燃
え
る
三
人
の
強
い
願
い
を

い
れ
、
秘
密
裡
に
日
本
人
最

初
の
洗
礼
を
施
し
た
。
慶
応

四
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。

戊ぼ

辰し
ん

戦
争
中
は
函
舘
を
離

れ
、
酒
井
は
仙
台
に
潜
伏
、

浦
野
と
沢
辺
は
閉
伊
郡
金
浜

浦
野
立
三
は
金
浜
に
帰
り
塾
を
開
き
、

浦
野
医
院
を
開
業
し
た
。

阿
部
和
作
の
尽
力
に
よ
り
、
明
治

十
一
年
三
月
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
が

設
立
さ
れ
、
同
十
二
年
十
一
月
飯
岡

に
教
会
が
建
て
ら
れ
、
初
代
の
伝
教

者
は
ス
テ
フ
ァ
ン
楢な

ら

山や
ま

で
あ
る
。

明
治
二
十
三
年
頃
、
岩
手
地
方
の

司
祭
を
務
め
た
盛
岡
正
教
会
の
イ
オ

ア
ン
片
倉
は
、
同
年
十
月
授じ

ゅ

洗せ
ん

者し
ゃ

と

し
て
来
町
し
た
。
片
倉
は
、
明
治
初

年
時
化
に
遭
遇
、
一
時
山
田
に
滞
在

し
た
人
物
片
倉
源
十
郎
で
あ
る
。

制
は
撤
廃
さ
れ
、
和
作

塾
に
多
く
の
若
者
が
集

ま
っ
た
。
和
作
は
数
学
、

新
思
想
を
教
授
、
そ
し

て
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道

に
努
め
た
。
そ
の
頃
、

村
の
松
原
宅
に
潜
伏
、
こ
の
間
、
隠

密
裡
に
宮
古
、
山
田
地
方
に
お
い
て

キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
し
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
酒
井
、
沢
辺
、
浦
野

ら
は
東
京
に
出
、
潜
伏
し
な
が
ら
布

教
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
頃
、
ニ
コ

ラ
イ
師
よ
り
洗
礼
を
受
け
た
仙
台
藩

士
片
倉
源
十
郎
は
海
路
帰
仙
の
途

中
、
山
田
沖
で
時し

化け

に
遭
い
山
田
湾

に
寄
港
、
滞
在
中
隠
密
に
伝
道
活
動

し
た
と
い
わ
れ
る
。

明
治
初
年
、
江
戸
か
ら
阿
部
和
作

が
帰
郷
。
明
治
六
年
キ
リ
ス
ト
教
禁

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
者

浦
野
・
沢
辺
・
片
倉
・
阿
部

て
、
生
涯
を
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

道
に
捧
げ
る
決
意
を
し
、
江
戸

を
脱
出
、
蝦
夷
地
に
渡
る
が
、

途
中
閉
伊
郡
金
浜
村
の
松
原
卯う

之の

吉き
ち

宅
に
一
週
間
ほ
ど
留
ま
り

旅
の
疲
れ
を
癒
や
し
た
。

沢
辺
数か

ず

馬ま

（
啄
磨
）は
高
知
生

ま
れ
、
父
の
弟
の
息
子
が
坂
本

龍
馬
で
あ
る
。
幕
末
の
江
戸
の

剣
豪
桃
井
春
蔵
の
道
場
で
劍
を

学
ん
で
い
た
が
、
同
門
の
友
人

の
酒
乱
に
よ
り
土
佐
藩
を
脱
藩
、
流る

浪ろ
う

の
旅
を
重
ね
て
函
舘
に
行
き
、
神
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
九

）
で
す
。

や

ま

だ

の

明治29年６月までのハリストス正教
山田福音正教会（山田町史中巻から）


